
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
発行：令和３年９月１５日 

文責：廣田 

第３号「目標と評価規準③」 

「つまみぐい」パワー 

研究部通信 
単元の目標と評価規準のルール～保健体育科～ 

体育の授業の中で、「右向け、右。」という指示を出

した際に、もしも全体の２割程度の児童生徒が逆方

向を向いていたら、皆さんはどうしますか。 

「お箸を持つ方が右向きだよ。」という説明をすれ

ば、左利きの児童生徒を取り残すことになるかもしれ

ません。「先生が指を指している方が右です。」と、咄

嗟に身体を使って表示するならば、多くの児童生徒

が右を向くかもしれません。ですが、定着は難しく、次

の時間には同じやりとりが為される可能性が高いで

す。「正面の先生が☆のカードを持っています。あなた

達から見て、右にはいつも何のカードがありますか。」

と問いかけ、右に置いたカラーコーンには毎回決まっ

たイラストのカードが置いてあるならば、そのうち定着

するかもしれません。ですが、準備は大変です。 

何を学ばせるか、どうやって学ばせるか、学習の量

に過不足はないか、体育が苦手な子供を中心に据え

られているか…体育科は繊細です。その反面、教師

の在り方を考え直す上では、すべての教育活動に精

通し、広がりを見せる教科の１つとも言えるように思

えます。 

教育動向コーナー ～教師として知っておこう～ 

テーマ：「深刻化するインターネット依存」  

文献の一部抜粋

から多くを学ぶ

コーナーだよ！ 

今回の記事の参考・引用文献 

・「熊本県学習構想案作成のポイント」（熊本県教委 HP） 

・特別支援学校学習指導要領解説各教科等編（小学部・中学部） 

・知的障害特別支援学校における「深い学び」の実現 

（監修：横倉久 東洋館出版社） 

・「令和元年度ケータイ・スマホアンケート」及び「インターネット夢

中度調査」結果（公益財団法人兵庫県青少年本部） 

「田中博史の楽しくて力がつく算数授業５５の知恵」 

（文溪堂）一部抜粋 

「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」 

平成３１年 中教審」 

上に、データ結果をグラフ化したものを２つ掲載しています。いずれも令和元年に

兵庫県で小１～高３の児童生徒９９７４名及び保護者５６１０名を対象に実施された

アンケートの集計結果（一部）です。 

インターネットの依存傾向の有無がもたらす子供たちへの影響や、保護者による

働きかけが、いかに子供の成長に効果的であるかが一目瞭然です。 

果たして「今担任している児童生徒はスマホを所持していないから安心」なのでし

ょうか。あるいは「担任する児童生徒は自宅や学園が適切に管理しているから、学校

として現時点で特にすることはない。」で、良いのでしょうか。 

児童生徒の自立と社会参加に導く最前線に立つ以上は、支援者がそばにいなく

ても自己で行動をコントロールする力を身に付けさせることが求められます。「児童

生徒がいつスマホやパソコンを所持しても大丈夫！」と胸を張れるように、先手先手

の指導を心掛けたいですね。 

知恵５５ 授業づくりの常識を疑ってみることからは

じめよう 

先日、私の公開授業を子どもの席から写したビデオを見

ました。自分の授業をビデオで見直すことは何度もしてい

ますが、子ども目線で子どもの席から写したビデオははじ

めてでした。すると、教室の前からは子どもたちによく見

えている思っていたのに、盛り上がっている授業の様子

が、前の席の子どもの頭で隠れるんです。思っていたより

も、よく見えないんだな、このあたりの席の子は前の子の

頭をよけて、身を乗り出したりして見ているんだろうな、

と新たな発見がありました。 

子どもの目線で見たら、子どもが考えるとしたら…そん

な思いでいれば自ずと授業が変わってきます。 

 子どもの実態はある意味そのクラスの教師の力量を写

し出す鏡です。クラスに活気がなかったら、発言が少なか

ったら、子どものせいにする前に、担任である自分の責任

かもしれない、と思ってみることです。 

 

「田中博史の楽しくて力がつく算数授業５５の知恵」 

（文溪堂）一部抜粋 

 

児童生徒の自己肯定感を高める役割にある教師ですが、

私たち教師自身の自己に対する満足度が１２０％、というのは

いかがなものでしょう。「向上心をもち続け、時には立ち止ま

り、欠点は改善したり、長所と思っているものが“思い込み”で

はないか確かめたりしよう。」というメッセージと受け止められ

ます。色々な様式シートはなくても、実はこの意識だけで、授業

はウンと改善されるのかもしれません。 

（注※） 


